
保健体育科学習指導案 

 

令和７年１０月９日（木）第５校時 武道場 

第３学年２組 男子２０名 女子１８名 計３８名 

深谷市立藤沢中学校    教 諭  小田 直城 

 

１ 単 元 名 「武道」（剣道） 

 

２ 運動の特性 

⑴  一般的特性 

  〇剣道は竹刀を使って，基本動作や基本となる技を用いて，互いに「一本（有効打突）」を目指す競技であ

る。相手の動きに応じて攻防を展開し，勝敗を競い合い，互いに高め合うところに楽しさがある。 

〇武道は，武技，武術などから発生した我が国固有の文化であり，単に勝敗を目指すだけでなく，相手を

尊重する礼の考え方を重んじる運動である。 

  〇「礼に始まり礼に終わる」と言われるように，「礼法」を重視する伝統的な考え方に則り，相手を尊重す

る心構えを養うことができたり，剣道の動きに関連して瞬発力，敏捷性，巧緻性を高めたりすることが

できる。 

⑵ 生徒から見た特性 

剣道の楽しさや喜びを感じる要因 剣道を遠ざける要因 

・一本をとったとき。 

・ねらったところに打ち込めたとき。 

・いろいろな技を習得できたとき。 

・防具の着装などの準備がうまくいかないとき。 

・竹刀操作がうまくいかないとき。 

・竹刀で打たれた時や踏み込みの際に痛みが伴う

とき。 

 

３ 生徒の実態 

⑴ 知識及び技能 

１，２年次に剣道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方などの知識について学習し，

理解している。技能面では相手に応じた基本動作や基本となる技を学習し，簡易的な試合ができる生徒も

多い。しかし，有効打突にするためには「相手の構えを崩し，隙をつくる」ということを意識的に行って

いる生徒は少ない。 

⑵ 思考力，判断力，表現力等 

   課題に対して自分の動きを振り返ったり，自分の動きと見本となる動きを照らし合わせて考えたりして

学習に向かう生徒が多い。仲間と課題解決に向け，考えたことを他者に伝えることもでき，学び合う姿勢

がよく見られる。しかし，課題解決に適していない方法を選択してしまう生徒も度々見られる。 

⑶ 学びに向かう力，人間性等 

   意識調査の結果から体育の授業が好きな生徒は多いが剣道が好きな生徒は少ない。明るく，活発で課題

に対して一生懸命取り組み，盛り上がれる生徒が多い。相手を尊重することや伝統的な行動の仕方を守ろ

うとする意識は低い。 

【意識調査の結果】（３年生 男子２０人 女子１８人 計３８人） 

質問１ 体育の授業は好きですか。 

回答 好き どちらかというと好き どちらかといえば嫌い 嫌い 

 ５０％ ４６％ ４％ ０％ 

質問２ 剣道は好きですか。 

回答 好き どちらかというと好き どちらかといえば嫌い 嫌い 

 １５％ ４９％ ３３％ ３％ 

 質問３ 剣道の授業で身に付けたいことは何ですか。 

・礼儀作法 ・防具の付け方 ・素早い竹刀操作 ・面，小手，胴の打ち方  

・大きな声 ・ルールや歴史 ・足さばき    ・引き技  
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４ 教師の指導観 

⑴ 知識及び技能 

   相手の隙をつき，面，小手，胴を一本にするためには，どのようにしかけて相手の構えを崩すのか，ど

のように打ち込むのか，相手の動きの変化に応じた面面などの二段技や接近状態にあるときの引き技，竹

刀を払い相手を崩す，払い技などの例を示し，定着を図る。審判の行い方や試合の方法を，動画資料や学

習資料等を用いて理解し，簡易的な試合が行えるように授業を展開する。 

⑵  思考力，判断力，表現力等 

   ペア学習や小グループなどの技能習得の段階に応じて学習形態を意図的に変えながら授業を進めてい

く。ＩＣＴ端末を活用し，自身や仲間の課題に気付き，課題解決に向けた練習方法を工夫できるよう学習

資料や掲示を行い，学び合い活動の充実を図る。示範動画や掲示物等で自己や仲間の動きを比較しながら

課題を明確化し課題解決を行う。 

⑶  学びに向かう力，人間性等 

   防具の着装に苦手意識をもつ生徒が多いことから，面紐をマジックテープ式に替えて取り組み，苦手意

識を緩和して活動時間と運動量を確保することで技能の上達を実感し，進んで自主的に取り組めるように

する。伝統的な行動の仕方の大切さや行い方を指導し，相手を尊重した授業展開が行えるようにする。 

また，班ごとに設けられた役割（審判・試合者・記録者など）を責任をもって果たすよう促し，仲間の

学習を支えることが自己の役割を果たすことにつながると理解できるようにする。健康・安全に留意する

観点からも技能習得段階別に分け，お互い肯定的な声かけを行えるようにする。 

 

５ 単元の目標 

⑴   技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，伝統的な考え方，技の名称などを理解するとともに，基本
動作や基本となる技を用いて簡易な試合で攻防を展開することができるようにする。   〈知識及び技能〉 

⑵  攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに， 

自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。       〈思考力，判断力，表現力等〉 

⑶  剣道に自主的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切にすること，自己の責任 

を果たそうとすること（一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，健康安全 

を確保すること）ができるようにする。                 〈学びに向かう力，人間性等〉 

 ※ 本事例では，単元の目標は学習指導要領「２ 内容」を踏まえ，第３学年の目標をすべて記述している。

他の単元で指導し評価する部分については（  ）で示している。  

 

６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【知識】 

① 武道を学習することで自国の文化に

誇りをもち，国際社会で生きていく

上で有意義であることについて，学

習した具体例や基本的な技の名称や

見取り稽古の仕方を挙げている。 

② 簡易な試合におけるルール，審判及

び運営の仕方があることについて，

学習した具体例を挙げている。 

 【技能】 

③ 体さばきや竹刀操作を用いて打った

り，応じ技へ発展するよう受けたり

することができる。 

④ 最初の面打ちに対応したとき，隙が

できた面を打つことができる。 

⑤ 相手と接近した状態にあるとき，隙

ができた面を引きながら打つことが

できる。 

① 見取り稽古などから，合理

的な動きと自己や仲間の動

きを比較して，練習の成果

や改善すべきポイントとそ

の理由を仲間に伝えてい

る。 

② 自己や仲間の技術的な課題

やその課題解決に有効な練

習方法の選択について，自

己の考えを伝えている。 

③ 武道の学習成果を踏まえ

て，自己に適した「する，

みる，支える，知る」など

の運動を継続して楽しむた

めの関わり方を見付けてい

る。 

（※第３学年のみ記載） 

① 剣道に自主的に取り組ん

でいる。 

② 相手を尊重し，伝統的な

行動の仕方を大切にしよ

うとしている。 

③ 仲間と互いに合意した役

割について自己の責任を

果たそうとしている。 
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７ 単元の計画 

⑴ 領域の取り上げ方 

学年/運動 武道 

第１学年 剣道 ８時間 

第２学年 剣道 ８時間 

第３学年 剣道 １２時間 

⑵ 領域の内容（運動種目）と目指す動き 

学年 教材 目指す動 き 

１ 剣道 

・相手の動きに応じた基本動作を身に付けること。 

・竹刀を正しく扱うこと。 

・防具の着装をすること。 

２ 剣道 
・基本となる技を身に付けること。 

・相手の動きに応じた技を打つこと。 

３ 剣道 
・相手の動きの変化に応じた基本動作を身に付けること。 

・相手の動きを崩し，しかけたり応じたりするなどの攻防を展開すること。 
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(3)  指導と評価の計画（１２時間扱い） 本時は〇印  ８／１２時 
時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ○8  ９ １０ １１ １２ 

ね
ら
い 

自国の文化，剣道
について知ろう。 

体さばきや竹
刀操作を用い
て打ったり，
受けたりしよ
う。 

最初の面打
ちに対応し
たとき，隙
ができた面
を打とう。 

相手と接近
した状態に
あるとき，
引きながら
面を打と
う。 

自己や仲間
の動きを比
較して，成
果や改善点
を仲間に伝
えよう。 

簡易な試合
におけるル
ール，審判
及び運営の
仕方を学ぼ
う。 

二段技や引
き技で一本
を取ろう。 

役割（審判）
に責任をも
ち，班ごとに
スムーズな
試合運営を
行おう。 

有効な練習
方法の選択
について自
己の考えを
伝えよう 

相手を尊重
し，伝統的
な行動の仕
方を大切に
しよう。 

自己に適し
た運動を継
続して楽し
むための関
わり方を見
付けよう。 

剣道に自主
的に取り組
もう。 

指
導 
内
容 

・学習の進め方 
・剣道の成り立ち 
・剣道の特性 
・技の名称 
・見取り稽古の仕
方 

 

・「面，小手，
胴」の打ち
方受け方 

・面－面の
打ち方，
受け方 

・引き面の
打ち方，
受け方 

・見取り稽
古の仕方 
・動きの比
較と成
果・改善
点の伝え
方 

 

・試合の行
い方 
・審判の仕
方 

・二段技の
ねらい方 

・引き技の
ねらい方 

・自己の責
任の果た
し方 

・課題解決
練習の仕
方 

・伝統的な
行動の仕
方 

・自己に適
した剣道
へのかか
わり方 

・剣道のま
とめ 

学
習 
過
程 

１集合，挨拶，出
席確認，健康観
察 
２本時のねらいと
内容の確認 
３オリエンテー 
ション 

・授業の目標と約
束 
・伝統的な考え方 
４役割分担 
５用具の準備 
６主運動につなが
る運動 
・すり足 
・踏み込み 
・手刀かけひきゲ
ーム 
７集合，健康観  
 察 
８学習の振り返 
 り 
９次時の予告 
10挨拶，片付け 

 
 
 
６面打ち 
・打ち方受け
方の復習 
・「気・剣・
体」の確認 
・残心指導 
・すり足，踏
み込み足の
確認 
７小手打ち 
８胴打ち 
・打ち方， 
打つ側 
確認 

 
 
 
６二段技 
・二段踏み
込みの確
認 
７面・面 
・竹刀操作
の練習 
８小手・面 
・しない操
作の確認 

 
 
 
６引き面 
・つばぜり
合いの確
認 
７引き小手 
８引き胴 
 

 
 
 
６二段技，
引き技の
動画撮影 
７動画分析 
・動きを比
較し，理
由を付け
て成果や
改善点を
共有 
８地稽古 

 
 
 
６簡易試合
の説明 
・礼法指導 
・反則行為
の説明 
・１分 取
得制限な
し 
７役割分担 
・審判，試
合者，撮
影者 
８簡易試合 
 
 

 
 
 
６簡易試  
 合 
・１分 
審判３人 
取得制
限なし 

７技につい
て分析 

８簡易試合
２ 

 
 
 
 

 
 
 
６簡易試合 
・１分 
審判３人 
取得制限
なし 

７審判につ
いて分析 
８簡易試合
２ 

 
 

 

 
 
 
６簡易試合 
・１分 
７動画分析 
・どのよう
なとこで
隙ができ
ているの
か確認 
８課題練習 
・隙を作り
だし打つ
方法を既
習の技か
ら考える 

 

 
 
 
６約束稽古 
・１分間 
攻撃役
と応じ
る役に
分ける 

７動画分析 
・間合いや
打ち方の
確認 

８簡易試合 
 
 

 
 
 
６作戦会議 
 一本のね
らいどこ
ろを確認 
７グループ
練習 
８リーグ戦 
５人組 

 
 
 
６グループ
練習 
７グループ
別順位決
定戦 
・前回の勝
敗を元に
レベル別
グループ
を作り順
位を決定 
・上位者紹
介 
８集合・健
康観察 
９学習の振
り返り 

10挨拶，片
付け 

評

価

計

画 

知・技 ① ③ ④ ⑤  ② ④,⑤      

思・判・表     ①    ②  ③  

態        ③  ②  ① 

方法 学習カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 

場面 3,6,8 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,8,11 6,7,9 

１用具の準備等，挨拶，健康観察  ２準備運動  ３主運動につながる運動  ４防具の着装  ５本時のねらい，内容の確認 

９集合・健康観察  １０整理運動  １１学習の振り返り，学習カード記入  １２まとめ  １３次時の予告  １４挨拶，片付け 
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８ 本時の学習と指導（８／１２時） 

(1)  ねらい  

・仲間と互いに合意した役割について自己の責任を果たそうとしている。 

〈学びに向かう力，人間性等〉 

 (2) 準備  

・防具，竹刀，ＣＤ，放送器具，ＩＣＴ端末，ストップウォッチ，ミニコーン 

  (3) 展開 

段階 学習内容・活動 指導上の留意点（〇指導 ◆評価規準） 

導 

入

12 

分 

１ 用具の準備等，挨拶，健康観察 

 ・挨拶は座礼で黙想後，礼を行う。 

２ 準備運動 

  (1)藤沢中体力向上ドリル 

３ 主運動につながる運動 

  ①すり足 

 ②踏み込み  

③手刀かけひきゲーム 

（３０秒×２） 

〇体育委員を中心に，素早く準備できるように声かけを行う。 

〇体調不良者，見学者を確認する。 

〇体育委員の号令で元気よく挨拶できるよう声かけを行う。 

〇ポイントを意識して準備運動・感覚つくりの運動ができるよ

うに巡回し声かけを行う。 

① すり足  

・音楽に合わせ，床から足が離れないように意識して行う。 

② 踏み込み 

・音楽に合わせ，足裏全体で踏み込むことを意識して行う。 

③手刀かけひきゲーム 

・すり足で行い，相手の動きを意識して行う。 
 

展

開 

33 

分 

４ 防具の着装 

 

５ 本時のねらい，内容の確認 

 

 

 

６ 簡易試合 

（合意した役割に責任をもつ） 

〈役割〉 

・６人組 １分交代 

・試合者 ２名  

・タイマー１名 

（５人の場合は副審が兼ねる） 

・審判３名  

○審判 

「気・剣・体」をそれぞれ分けて判断する。 

・主審（宣告者，剣） 

・副審 A（気）副審 B（体） 

〈ルール〉 

・主審が旗を上げたのに対して副審

がそれぞれ判断をする。 

・副審二人はそれぞれの部分が良け

れば手を上げ一人でも上がれば一

本とする 

〇正しく防具が着けられているか確認，声かけを行う。 

 

〇前回の学習内容を振り返りながら本時ねらいを理解でき

るようにし，学習の見通しがもてるようにする。 

 

 

 

〇良い動きは，互いに称賛し合うように声かけを行う。 

〇審判の動きの確認を行う。 

〇隣のペアと距離が近くならないように注意させる。 

〇勝敗にこだわり過ぎず，剣道の伝統的考え方から行動を

するように声掛けを行う。 

〇一本の条件，ルールについて説明し，役割分担を素早く

できるよう声掛けを行う。 

〇試合中も含め，アドバイスを積極的に行えるように指示

をする。 

〇禁止や反則行為はしないよう声かけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

役割（審判）に責任をもち，班事にスムーズな試合運営を行おう。 
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・取得本数に上限はなし 

（多いほうが勝ち） 

・時間内に決まらない場合は判定 

 （判定基準：有効打突に近い技を

打った人に旗を上げる。） 

〈禁止・反則行為〉 

・勝負の意志なく逃げる行為 

・竹刀を落とす ・ガッツポーズ 

・審判への抗議  

７ 審判について分析 

・班ごとに集合し,協議を行う。 

 

 

 

 

 

８ 簡易試合２ 

・再度同じルールで試合を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇審判の行い方について，良い点，改善点を出し合うよう

に声かけを行う。 

〇技能の方に話がいかないように声かけを行う。 

〇話し合いが活発化するように助言を行う。 

〇観察，分析で得た成果や改善点を試合で意識できるよう

に促す。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整

理 

５ 

分 

９ 集合・健康観察 

 

10 整理運動 

11 学習の振り返り，学習カード記入  

 

12 まとめ  

 

13 次時の予告  

14 挨拶，片付け 

 

〇素早く集合し礼式を行う。 

〇けが人がいないか確認を行う。 

 

〇本時の授業で与えられた役割（審判，時計，試合者）に

対してどのように取り組んだか振り返りを行う。 

〇試合を行うには多くの人の協力必要であることを確認す

る。 

〇次回以降の改善点を振り返る。 

〇次時の内容を確認し，見通しをもたせる。 

〇元気に挨拶をし，素早く片付けを行う。 

 

◆仲間と互いに合意した役割について自己の責任を果
たそうとしている。 
（観察・カード）【主体的に学習に取り組む態度】 

 

△「努力を要すると判断される状況（C）」の生徒への指導の手立て 
・グループ内で教え合うように促す。 
・掲示物を用いてどのように動くか，何をするかを提示し，イメー
ジをもたせる。 
◎「十分満足できると判断される状況（A）」の生徒の具体的な姿 
・自分の与えられた役割に対して，自主的に取り組むことで学習を
円滑に進めることができる。 
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